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中
東
イ
エ
メ
ン
で
教
育
支
援
に
携
わ
っ
た
と
き
の
こ
と
。
農
村

で
は
、
学
校
を
中
退
す
る
女
の
子
が
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。「
水
く
み
は
女
の
子
の
役
割
」
と
い
う
社
会
慣
習
が
あ

る
た
め
に
、
少
女
た
ち
は
毎
日
、
家
か
ら
遠
く
離
れ
た
井
戸
ま
で

水
く
み
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
教
育
活
動
に

加
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
社
会
慣
習
の
見
直
し
を
進
め
た
結
果
、
学

校
に
通
う
女
の
子
は
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
人
々
の
健
康

や
生
活
を
支
え
る
水
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
と
互
い
に
結

び
付
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
人
口
増
加
や
経
済
発
展
の
影
響
を
受
け
、
世
界
の
水
を

め
ぐ
る
課
題
は
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
は
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）」で
、2
0
3
0
年
ま
で
に「
全
て
の
人
々

の
水
と
衛
生
の
利
用
可
能
性
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
」
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O
E
C
D
）
は
、
2
0
5
0
年
に
は
2
0
0
0
年
と
比
べ
て
世
界

全
体
の
水
の
需
要
が
55
％
程
度
増
加
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
一
貫
し
た
品
質
管
理
を
行
う
日
本
の
水
道

シ
ス
テ
ム
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。「
安
全
な
水
」
は
国
際
協
力
に

お
け
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
す
。
本
号
で
ご
紹
介
し
た

と
お
り
、
水
道
に
関
す
る
日
本
の
国
際
協
力
は
、
地
方
自
治
体
な

ど
が
持
つ
組
織
運
営
や
料
金
徴
収
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
高
い
技
術
や
人

材
育
成
能
力
に
支
え
ら
れ
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
成
果
と

信
頼
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
渇
水
や
地
震
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
も
、
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

誰
も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
水
の
恵
み
を
享
受
す
る
に
は
何

が
必
要
か
。
環
境
と
共
存
し
な
が
ら
水
資
源
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
の
か
。
日
本
が
培
っ
て
き
た
経
験
や
知
恵
を
発
信
し
、他
の
国
々

と
分
か
ち
合
う
こ
と
が
、
地
球
の
未
来
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

広
報
室
広
報
課
長　

小
泉
高
子

① ボツワナの手作りアクセサリー
② 書籍『ケニアへかけた虹の橋
　 30年の国際ボランティア活動』 （p37参照）
③ 書籍『ゆめの はいたつにん』 （p37参照）
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次号予告（2016年6月1日発行予定）

スポーツの力
日本は体育教育やスポーツ支援を通じて、開発途上国の人づくりや
民族融和、平和構築などに貢献してきました。リオデジャネイロオリ
ンピック・パラリンピックが迫る中、社会を元気にするスポーツの力
をご紹介します。
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